
MINTETSU SPRING 2020 16

特集：進化する空港アクセスと地域との共生
［空港輸送を担い、地域の暮らしを支える京成電鉄］

文◉茶木　環／撮影◉織本知之／写真提供◉京成電鉄株式会社

REPORT. II



17 MINTETSU SPRING 2020

特集：進化する空港アクセスと地域との共生
［空港輸送を担い、地域の暮らしを支える京成電鉄］

東
京
藝
大
と
連
携
し
た
上
野
エ
リ
ア

京
成
電
鉄
の
中
期
経
営
計
画
「
Ｅ
４
プ
ラ

ン
」
で
は
、
六
つ
の
基
本
戦
略
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
第
一
に
「
地
域
社
会
と
の

共
生
に
よ
る
京
成
グ
ル
ー
プ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

強
化
」
が
あ
る
。
京
成
グ
ル
ー
プ
の
経
営
理

念
は
、
良
質
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
安
全
・

快
適
に
提
供
し
て
、
自
社
の
成
長
と
社
会
の

発
展
へ
寄
与
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

実
現
の
た
め
、「
沿
線
自
治
体
等
と
連
携
し
、

沿
線
地
域
の
持
続
的
発
展
に
資
す
る
投
資
を

し
て
、
総
合
生
活
産
業
と
し
て
の
プ
レ
ゼ
ン

ス
を
強
化
す
る
具
体
策
を
行
っ
て
い
く
」
考

え
で
あ
る
と
、
経
営
統
括
部
の
黄
地
幸
宏
経

営
企
画
担
当
課
長
は
説
明
す
る
。

「
空
港
ア
ク
セ
ス
を
基
軸
に
当
社
の
業
績

は
堅
調
に
推
移
す
る
一
方
で
、
将
来
的
な
課

題
で
あ
る
沿
線
の
人
口
減
少
に
向
け
て
対
応

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
沿
線
地
域
と
連
携

し
、
そ
の
魅
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
」

と
黄
地
課
長
は
語
る
。
そ
う
し
た
取
り
組
み

の
例
を
見
て
い
き
た
い
。

廃
止
さ
れ
た
駅
の
価
値
を
再
発
見
し
、
活

用
し
て
い
る
例
で
は
、
旧
博
物
館
動
物
園
駅

が
あ
る
。
こ
の
駅
は
１
９
３
３
年
に
開
業
し

た
が
、
当
時
、
駅
舎
建
設
地
が
御
料
地
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
昭
和
天
皇
の
勅
裁
を
受
け

て
建
設
さ
れ
た
趣
深
い
西
洋
風
の
建
物
で
あ

る
。
利
用
者
の
減
少
に
よ
り
、
１
９
９
７
年

に
営
業
を
休
止
し
、
２
０
０
４
年
に
廃
駅
と

な
っ
た
が
、
駅
舎
や
ホ
ー
ム
は
往
時
の
姿
の

ま
ま
で
、
２
０
１
８
年
に
は
鉄
道
施
設
と
し

て
は
初
め
て
、
東
京
都
選
定
歴
史
的
建
造
物

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
２
０
１
７
年
、
京
成
電
鉄
と
東
京

藝
術
大
学
は
「
連
携
・
協
力
に
関
す
る
包
括

協
定
書
」
を
締
結
、
上
野
「
文
化
の
杜
」
新

構
想※

１

に
基
づ
き
、
上
野
エ
リ
ア
の
文
化
・
観

光
振
興
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

「
旧
博
物
館
動
物
園
駅
に
つ
い
て
は
社
内

で
も
活
用
で
き
な
い
か
議
論
が
行
わ
れ
て
い

た
も
の
の
具
体
化
せ
ず
に
い
た
が
、
東
京
藝

大
美
術
学
部
長
の
日
比
野
克
彦
先
生
に
建
造

物
と
し
て
の
歴
史
的
価
値
や
美
術
的
価
値
を

高
く
ご
評
価
い
た
だ
き
、
計
画
が
進
ん
だ
」

と
、
計
画
管
理
部
の
深
井
貴
幸
鉄
道
企
画
担

当
課
長
は
語
る
。

２
０
１
８
年
11
月
２
日
に
は
旧
博
物
館

動
物
園
駅
駅
舎
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
式
典
が
行
わ

れ
、
日
比
野
氏
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
出
入
口
扉

が
公
開
さ
れ
た
。
以
降
は
展
覧
会
や
音
楽
会

な
ど
芸
術
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
時
に
、
旧
駅
舎

内
の
一
部
が
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。
当
時

の
面
影
を
残
し
た
美
し
く
厳
か
な
建
物
は
新

た
な
息
吹
に
よ
っ
て
蘇
り
、
地
域
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
な
っ
た
。

京
成
電
鉄
に
は
、
旧
博
物
館
動
物
園
駅
以

外
に
も
、
歴
史
的
な
価
値
を
持
つ
駅
と
し
て

も
う
一
つ
、
東
成
田
駅
が
あ
る
。
京
成
電
鉄

発
展
の
礎
で
あ
る
最
初
の
成
田
空
港
乗
り
入

れ
駅
で
、
空
港
直
下
に
乗
り
入
れ
る
ま
で

「
成
田
空
港
駅
」
の
名
前
で
空
港
の
最
寄
り

駅
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
駅
機
能
縮
小

後
、
２
面
４
線
だ
っ
た
ホ
ー
ム
の
う
ち
１
面

２
線
は
現
在
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
使
わ
れ

て
い
な
い
ホ
ー
ム
に
は
駅
名
標
や
時
刻
表
、

広
告
な
ど
が
当
時
の
ま
ま
に
残
る
。
成
田
空

港
輸
送
の
史
料
的
価
値
が
あ
り
、
不
定
期
だ

が
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

地
元
ゆ
か
り
の
ア
ニ
メ
を
駅
か
ら
発
信

成
田
山
へ
の
参
詣
鉄
道
と
し
て
発
展
し
た

歴
史
が
あ
り
、
ま
た
成
田
空
港
ア
ク
セ
ス
を

担
う
こ
と
か
ら
、
京
成
電
鉄
は
千
葉
エ
リ
ア

を
沿
線
と
し
て
い
る
印
象
が
強
い
が
、
都
内

の
沿
線
地
域
に
は
下
町
の
風
情
が
現
在
も

残
っ
て
お
り
、
愛
着
を
持
つ
人
も
多
い
。
京

成
電
鉄
で
も
京
成
線
都
内
エ
リ
ア
を
乗
り
降

り
で
き
る
企
画
乗
車
券
「
下
町
日
和
き
っ

ぷ
」
を
販
売
し
て
い
る
が
、
近
年
は
自
治
体

と
の
連
携
を
強
め
、
よ
り
深
い
地
域
と
の
関

係
性
を
築
き
な
が
ら
、
そ
の
地
独
自
の
魅
力

を
引
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

「
地
域
社
会
と
の
連
携
で
は
、
従
前
か
ら

地
元
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
賛
、
地
元
の
学
校

の
生
徒
の
駅
見
学
や
各
校
で
の
電
車
の
安
全

教
室
開
催
な
ど
、
主
に
駅
単
位
で
取
り
組
み

を
行
っ
て
き
た
。
地
域
に
密
着
し
た
取
り
組

み
だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
地
域
限
定
で
行
っ

て
き
た
た
め
広
く
伝
わ
り
に
く
か
っ
た
。
当

社
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
同
業
他
社
と
比
べ
る
と
、

地
域
と
の
連
携
や
地
域
に
対
す
る
働
き

掛
け
が
弱
い
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。
そ
の
結
果
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

当
社
か
ら
地
元
の
魅
力
あ
る
コ
ン
テ
ン

ツ
を
積
極
的
に
発
信
し
て
、
沿
線
地
域

に
お
客
さ
ま
に
き
て
い
た
だ
く
こ
と
が

課
題
だ
と
考
え
て
い
る
」
と
深
井
課
長

は
説
明
す
る
。

沿
線
地
域
と
の
連
携
と
し
て
は
ま
ず
葛
飾

区
が
挙
げ
ら
れ
る
。
京
成
電
鉄
押
上
線
の
連

続
立
体
交
差
事
業
は
現
在
、
葛
飾
区
内
で
進

め
ら
れ
て
い
る
。
踏
切
を
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
し

た
交
通
渋
滞
の
解
消
や
線
路
で
分
断
さ
れ
た
市

街
地
の
一
体
化
と
と
も
に
高
架
下
ス
ペ
ー
ス
を

活
用
し
た
事
業
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

「
連
続
立
体
交
差
事
業
に
伴
う
再
開
発
に

よ
っ
て
、
多
く
の
フ
ァ
ン
が
い
る
下
町
的
雰

囲
気
が
無
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
声

も
聞
く
が
、
良
い
も
の
は
残
し
つ
つ
、
新
し

い
も
の
を
取
り
入
れ
て
や
っ
て
い
き
た
い
」

と
深
井
課
長
は
語
る
。

ま
た
、
葛
飾
区
で
は
新
た
な
地
元
の
魅
力

を
掘
り
起
こ
す
た
め
、
人
気
ア
ニ
メ
「
キ
ャ

プ
テ
ン
翼
」
の
原
作
者
・
高
橋
陽
一
氏
が
葛

飾
区
出
身
で
あ
る
こ
と
に
ち
な
み
、
四
ツ
木

駅
や
京
成
立
石
駅
の
周
辺
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
銅
像
７
体
を
設
置
し
、
少
年
サ
ッ
カ
ー
大

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
サ
ッ
カ
ー
を
テ
ー
マ

に
し
た
ま
ち
お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

京
成
電
鉄
で
も
四
ツ
木
駅
に
「
キ
ャ
プ
テ
ン

翼
」
を
テ
ー
マ
に
特
別
装
飾
を
行
っ
た
。

「
当
社
が
検
討
を
深
め
て
い
た
時
期
は

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ロ
シ
ア
大
会
が
開
催
中

で
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

※１ 上野地区の文化・文教施設、行政、京成電鉄など民間企業で構成する ｢上野『文化の杜』新構想推進会議｣ による国際発信戦略

京成電鉄株式会社
経営統括部 経営企画担当課長

黄地幸宏
Yukihiro OUCHI
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ク
に
向
け
て
も
サ
ッ
カ
ー
が
盛
り
上
が

り
を
見
せ
て
い
た
。
そ
こ
で
『
キ
ャ
プ

テ
ン
翼
』
を
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
た
い
と

考
え
、
葛
飾
区
に
相
談
し
な
が
ら
プ
ラ

ン
を
進
め
た
」（
深
井
課
長
）

「
ア
ニ
メ
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
駅
は
他
社
で
も
例
が

あ
り
、
当
社
で
も
思
い
切
っ
て
や
っ
て

み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
」
と
深
井
課

長
が
語
る
よ
う
に
、「
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
」
を

モ
チ
ー
フ
に
駅
の
入
り
口
や
改
札
内
の
コ
ン

コ
ー
ス
、
階
段
な
ど
を
大
胆
に
装
飾
、
列
車

接
近
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
も
ア
ニ
メ
の
曲
を
使
用

し
て
、
そ
の
世
界
観
を
楽
し
め
る
駅
と
な
っ

て
い
る
。

２
０
１
９
年
３
月
４
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
高
橋
陽
一
氏
の
ほ
か
、
幼

少
時
か
ら
「
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
」
の
熱
烈
な

フ
ァ
ン
だ
っ
た
と
い
う
イ
ニ
エ
ス
タ
選
手

（
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
）
も
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
以
降
、
四
ツ
木
駅
の
乗
降
人
員

は
増
加
し
て
い
る
と
い
う
。

「
世
界
的
に
人
気
の
コ
ン
テ
ン
ツ
な
の
で

海
外
の
お
客
さ
ま
も
訪
れ
る
。
そ
う
し
た
方

が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
、さ
ら
に
人
が
集
ま
る
。

コ
ン
テ
ン
ツ
の
力
の
大
き
さ
を
実
感
し
て
い

る
」
と
深
井
課
長
は
そ
の
効
果
を
示
す
。

ま
た
、
鉄
道
玩
具
「
プ
ラ
レ
ー
ル
」
を
製

造
販
売
す
る
タ
カ
ラ
ト
ミ
ー
の
本
社
も
立
石

に
所
在
す
る
。
京
成
電
鉄
が
１
１
０
周
年
、

「
プ
ラ
レ
ー
ル
」
の
誕
生
か
ら
60
周
年
と
同

時
に
周
年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
２
０
１
９

年
に
は
京
成
立
石
駅
構
内
に
「
け
い
せ
い
た

て
い
し 

プ
ラ
レ
ー
ル
駅
」
を
設
置
。
両
社
に

よ
り
子
ど
も
た
ち
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
体
験

乗
車
や
車
両
基
地
見
学
な
ど
を
特
典
と
し
た

特
別
企
画
も
行
っ
て
い
る
。

京
成
曳
舟
駅
に
は
、
駅
近
隣
の
高
木
神
社

が
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る
ア
ニ
メ
「
か
ら
か
い
上

手
の
高
木
さ
ん
」
の
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
、

駅
構
内
に
コ
ラ
ボ
エ
リ
ア
を
設
置
し
た
。

「
四
ツ
木
駅
の
装
飾
は
、
当
社
と
し
て
は

か
な
り
思
い
切
っ
た
施
策
だ
っ
た
が
、
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
、
沿
線
の
方
々
に
『
京
成
電

鉄
は
地
域
活
性
化
に
熱
心
だ
』
と
認
識
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
沿
線
の
自
治
体
か
ら
も
『
一
緒
に

何
か
で
き
な
い
か
』
と
お
声
掛
け
い
た
だ
く

よ
う
に
な
っ
た
」
と
深
井
課
長
は
語
る
。

社
内
の
空
気
も
変
化
し
、
昨
年
５
月
の
母

の
日
に
は
、
市
川
真
間
駅
長
の
発
案
で
市
川

真
間
駅
の
駅
舎
や
ホ
ー
ム
の
看
板
を
「
市
川

マ
マ
」
と
表
記
し
た
遊
び
心
あ
ふ
れ
る
取
り

組
み
を
行
い
、
話
題
と
な
っ
た
。
今
年
の
桜

の
時
期
に
は
今
度
は
佐
倉
市
と
の
連
携
に
よ

り
、
大
々
的
に
期
間
限
定
で
「
佐
倉
」
を

「
桜
」
に
変
更
す
る
。
京
成
佐
倉
駅
は
「
京

成
桜
駅
」、
佐
倉
市
役
所
は
「
桜
市
役
所
」、

佐
倉
城
址
公
園
は
「
桜
城
址
公
園
」
と
し
て

京成電鉄株式会社
計画管理部 鉄道企画担当課長

深井貴幸
Takayuki FUKAI

旧博物館動物園駅駅舎リニューアル記念式典の様子 「キャプテン翼」にちなんだ特別装飾が実施された四ツ木駅　Ⓒ高橋陽一／集英社・2018 キャプテン翼製作委員会　Ⓒ高橋陽一／集英社

西洋風の荘厳なつくりが目を引く旧博物館動物園駅

上／かつて駅天井にはめこまれた巨大な漆
喰のドームには、やわらかな光の照明が輝い
ていた　左／リニューアルに際し、慎重に修
復された天井ドーム
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地
域
一
帯
で
統
一
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
り
、
盛

り
上
げ
る
。

広
が
り
を
見
せ
る
千
葉
県
下
の
連
携
事
業

こ
れ
ま
で
の
連
携
事
業
は
主
に
東
京
都
内

で
多
く
進
め
ら
れ
て
き
た
。
千
葉
県
下
で
も

そ
う
し
た
連
携
を
推
進
し
た
い
と
の
意
向
を

持
つ
京
成
電
鉄
が
期
待
を
寄
せ
て
い
る
の

が
、
２
０
１
９
年
３
月
に
設
置
さ
れ
た
「
千

葉
大
学
・
地
方
創
生
戦
略
研
究
推
進
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
千
葉
大
学

と
、
京
成
電
鉄
・
Ｊ
Ｒ
東
日
本
千
葉
支
社
・

小
湊
鐵
道
・
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
・
米
屋
・
千
葉

銀
行
・
ち
ば
ぎ
ん
総
合
研
究
所
・
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総

合
研
究
所
の
８
者
が
連
携
協
定
を
結
ん
で
立

ち
上
げ
た
も
の
で
、
地
方
創
生
に
向
け
、
県

全
体
の
動
向
を
踏
ま
え
た
実
効
性
の
あ
る
取

り
組
み
を
推
進
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
く
。
現
在
は
定
期
的
に
会
合
を
行
い
、
具

体
策
は
こ
れ
か
ら
検
討
さ
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
、
千
葉
県
下
の
大
学

で
は
和
洋
女
子
大
学
と
「
連
携
・
協
力
に
関

す
る
包
括
協
定
書
」
を
２
０
１
９
年
２
月
に
締

結
し
、
産
学
連
携
で
沿
線
の
魅
力
向
上
や
文

化
・
観
光
の
振
興
、情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

昨
年
７
月
～
９
月
に
は
、
国
際
学
科
の
学

生
65
人
が
、
学
生
が
選
定
し
た
７
駅※

２

で
、
駅

案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
。
他
社
線
へ
の

乗
り
換
え
を
含
む
電
車
利
用
や
駅
施
設
の
案

内
、
駅
周
辺
の
観
光
の
案
内
を
行
い
、
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
や
語
学
力
を
向
上
さ
せ

た
。
京
成
電
鉄
と
し
て
も
、
学
生
の
気
付
き

を
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
活
か
す
な
ど
、
双
方
に

大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
和

洋
女
子
大
の
授
業
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
教

育
」
で
は
、
京
成
電
鉄
の
社
員
が
講
師
と
し

て
現
場
で
の
仕
事
や
社
会
的
責
任
な
ど
の
講

義
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
運
営
す
る
グ
ル
ー
プ
会

社
の
京
成
ス
ト
ア
で
は
、
管
理
栄
養
士

を
目
指
す
健
康
栄
養
学
科
の
学
生
た
ち

と
年
間
を
通
じ
、
四
季
の
お
弁
当
を
共

同
開
発
し
て
販
売
し
て
い
る
。

京
成
電
鉄
で
は
、
将
来
を
担
う
人
材

育
成
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
指

し
、
今
後
も
グ
ル
ー
プ
を
挙
げ
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

開
発
事
業
に
よ
る
千
葉
エ
リ
ア
の
活
性
化

千
葉
中
央
駅
は
千
葉
市
の
中
心
市
街
地
に

位
置
し
、
駅
周
辺
は
都
市
型
ホ
テ
ル
や
商
業

施
設
、
映
画
館
な
ど
京
成
グ
ル
ー
プ
が
運
営

す
る
施
設
が
集
積
す
る
、
京
成
電
鉄
に
と
っ

て
重
点
拠
点
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ

千
葉
駅
か
ら
千
葉
中
央
駅
ま
で
は
高
架
下
の

専
門
店
街
で
つ
な
が
り
、
こ
の
２
駅
を
核
と

し
て
ま
ち
が
広
が
っ
て
い
る
。

現
在
、
こ
の
千
葉
中
央
駅
で
は
、
駅
と
直

結
す
る
千
葉
中
央
駅
西
口
ビ
ル
の
建
て
替
え

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
完
成
は
２
０
２

１
年
秋
の
予
定
で
、
８
階
建
て
の
複
合
ビ
ル

に
は
、
ホ
テ
ル
や
オ
フ
ィ
ス
、
ス
ー
パ
ー
な

ど
が
入
居
す
る
。
さ
ら
に
、
駅
隣
接
地
に
は

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設
中
で
あ
り
、
ま
ち

の
に
ぎ
わ
い
の
構
成
要
素
に
「
居
住
」
を
加

え
、
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し
て
い
る
。

「
こ
の
エ
リ
ア
で
当
社
グ
ル
ー
プ
は
ま
ち
の

進
化
を
目
指
し
て
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
て

き
た
。
鉄
道
の
利
用
と
同
時
に
、
沿
線
地
域

や
そ
の
周
辺
の
方
々
に
も
持
続
し
て
魅
力
を

※２ 京成上野・日暮里・押上・京成船橋・京成千葉・空港第２ビル・成田空港

列車接近メロディにはアニメ「キャプテン翼」のエンディング曲「燃えてヒーロー」を採用（四ツ木駅）

京成電鉄株式会社
開発事業部 賃貸開発担当課長

小田 篤
Atsushi ODA
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感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
地
域
を
進
化
さ
せ

て
い
き
た
い
」
と
開
発
事
業
部
の
小
田
篤
賃

貸
開
発
担
当
課
長
は
意
気
込
み
を
見
せ
る
。

京
成
電
鉄
の
マ
ン
シ
ョ
ン
分
譲
事
業
で

は
、
千
葉
み
な
と
、
津
田
沼
な
ど
で
も
展
開

し
て
お
り
、
千
葉
中
央
駅
周
辺
と
と
も
に
、

千
葉
エ
リ
ア
の
活
性
化
を
支
え
て
い
る
。

生
活
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
拡
充

高
架
下
や
駅
構
内
な
ど
鉄
道
施
設
の
ス

ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
、
沿
線
住
民
の
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
生
活
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
拡
充

も
進
ん
で
い
る
。

待
機
児
童
の
増
加
や
保
育
所
用
地
の
不
足

は
沿
線
地
域
で
も
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
京

成
電
鉄
で
は
高
架
下
に
認
可
保
育
所
を
誘
致

し
て
、
沿
線
の
子
育
て
環
境
の
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
現
在
は
10
カ
所
の
施
設
を
提

供
し
て
い
る
。

ま
た
、グ
ル
ー
プ
会
社
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

京
成
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
」
を
京
成
線
や
北
総
線
の
駅

ナ
カ
や
駅
前
な
ど
約
50
カ
所
で
運
営
し
て
い

る
。
２
０
１
４
年
か
ら
は
駅
構
内
の
売
店
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
へ
の
転
換
も
進
め
て
き

た
。
早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
活
動
す
る
都
市
部

の
人
々
は
、
移
動
の
途
中
で
ち
ょ
っ
と
し
た

買
い
物
や
用
事
を
済
ま
せ
た
い
と
考
え
て
お

り
、
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
サ
ー
ビ

ス
提
供
と
言
え
る
。

沿
線
と
そ
の
周
辺
地
域
の
交
流
人
口
を
増

や
す
と
い
う
意
味
で
は
、
宿
泊
主
体
型
ホ
テ

ル
「
京
成
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
の
建
設

も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
２
０
１
９
年
３
月

の
「
京
成
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
ホ
テ
ル
東
京
門
前

仲
町
」（
東
京
都
江
東
区
）
開
業
を
契
機
に
、

２
０
２
１
年
度
に
は
東
京
都
墨
田
区
の
錦
糸

町
に
２
号
店
、
続
け
て
押
上
に
３
号
店
の
開

業
を
予
定
し
て
い
る
。

「
空
港
ア
ク
セ
ス
を
利
用
し
て
、
成
田
空
港

利
用
者
に
も
ホ
テ
ル
を
ぜ
ひ
使
っ
て
ほ
し
い
。

開
発
事
業
は
鉄
道
に
次
ぐ
第
二
の
柱
。
グ
ル
ー

プ
シ
ナ
ジ
ー
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
沿
線
地

域
が
鉄
道
を
含
め
て
グ
ル
ー
プ
会
社
と
一
緒
に

成
長
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。『
Ｅ
４

プ
ラ
ン
』
で
も
上
野
地
区
や
押
上
地
区
な
ど
、

当
社
の
都
内
沿
線
重
点
エ
リ
ア
に
お
け
る
賃

貸
資
産
の
拡
充
を
挙
げ
て
い
る
。
地
域
の
皆

さ
ま
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
施
設
開
発
に

努
め
て
い
き
た
い
」
と
小
田
課
長
は
語
る
。

こ
う
し
た
沿
線
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
「
鉄
道
と
し
て
安
全
・
安
心
の

追
求
を
大
前
提
に
し
た
上
で
、
沿
線
の
ど
こ

か
で
常
に
イ
ベ
ン
ト
や
動
き
が
あ
る
状
況
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と
深
井
課
長
は
語
り
、

黄
地
課
長
も
「
都
心
と
の
空
港
ア
ク
セ
ス
だ

け
で
は
当
社
線
利
用
の
お
客
さ
ま
が
沿
線
の

ほ
と
ん
ど
を
通
過
し
て
し
ま
う
。
住
民
の
方
、

空
港
ア
ク
セ
ス
利
用
の
方
、
ま
た
当
社
線
に

観
光
目
的
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
に
向
け
て
、

関
係
各
所
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
沿
線
活

性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

好
調
な
鉄
道
事
業
を
基
盤
に
、
沿
線
エ
リ

ア
の
発
展
や
持
続
性
の
あ
る
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
く
。
現
在
の
個
々
の
事
業

が
結
び
付
き
、
さ
ら
に
大
き
な
効
果
を
も
た

ら
す
だ
ろ
う
。

（本記事は2020年2月3日取材時の内容です）

左／千葉中央駅。駅に直結して「京成ホテルミラマーレ」がある　
上／建て替え工事が進む千葉中央駅西口ビル外観イメージパース

高架下の活用の一つとしてコンビエンスストアを展
開。認可保育所の開設も進めている

右／構内に設置
した「けいせいた
ていし プラレー
ル駅」下／駅ボ
ランティアに取り
組む和洋女子大
学生
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特集：進化する空港アクセスと地域との共生
［空港輸送を担い、地域の暮らしを支える京成電鉄］

アートの拠点・上野のランドマークとなる旧博物館動物園駅

1933 年に開業した博物館動物園駅は、東京藝術大学の最寄り
駅として学生や教職員が利用していた駅で、僕自身、学生時代に
利用し個人的にも愛着を持っていた駅です。1997 年の営業休止、
2004年の廃止を惜しむ声も多く、いつかまた再開してほしいとい
う活動も行われていました。
僕が藝大の学部長に就任した 2016 年に東京 2020 オリンピッ
ク・パラリンピック競技大会の開催が決定しました。成田空港から
スカイライナーを利用した海外からの訪問客を迎える東京の玄関口
は京成上野駅になります。京成電鉄から京成上野駅リニューアルの
アートディレクションの依頼をいただいた時、僕の方からは「旧博
物館動物園駅を開けられないか」とお話しました。
上野エリアでは、上野「文化の杜」新構想という活動があって、
博物館・美術館・動物園などの文化施設を含めて、上野公園を文化
ゾーンとして整備していく取り組みを進めています。旧博物館動物
園駅を上野公園の文化施設の一つとして位置付け、情報発信してい
くことを京成電鉄に提案したんです。
旧博物館動物園駅と藝大があるエリアは上野公園の西端に位置
し、中心地から離れているというイメージが強くありました。けれ
ども近年は、近接する谷根千エリア

※

が外国人観光客や若い人たち
の間で人気が高まり、回遊する人々がこの周辺にも足を運ぶように
なっています。旧博物館動物園駅のある交差点の周辺には、リニュー
アルオープンした旧東京音楽学校奏楽堂やリノベーションした国際
子ども図書館、カフェが併設された黒田記念館などがあり、そこに
人々が集まるようになって、上野「文化の杜」新構想でも、周辺地
域と上野公園をつなぐ新たな文化拠点「アート・クロス」として打
ち出しています。
旧博物館動物園駅のリノベーションでは、旧駅舎の扉に上野エリ
アの九つの文化・芸術施設をモチーフにしたデザインを取り入れま
した。旧博物館動物園駅と九つの文化・芸術施設、上野エリアを一
つの空間として捉え、親しんでいただきたいという思いがあります。

ここにしかない土地の魅力を発信する施設に

僕は旧博物館動物園駅の構造物のリノベーション自体よりもそこ
で何をやるのかが重要だと考えています。廃駅であっても、そこに

はかつて人々が利用していた時間や軌跡がある。博物館は時間や軌
跡を集積する場所ですが、旧博物館動物園駅という建物や空間には
それ自体に駅舎としての記憶があり、訪れた人はその記憶をたどる
ことができる。地下の線路は使用されていて、通過する電車の音が
聞こえることも大きな魅力です。今と昔がつながっているタイムト
ンネルのような不思議な空間で、地下に降りていけばかつての改札
やホームがあり、地上に上がってくれば上野公園という文化拠点が
ある。こうしたものを博物館の中につくることはできないし、地上
にまちの雑踏が広がっていれば上野公園とその周辺の見え方も違っ
てきます。
だから、旧博物館動物園駅では、そうしたものを活かしたアート

展示を行っています。上野公園一帯を舞台に社会包摂をテーマにし
た文化芸術事業を展開するプロジェクト「UENOYES2019」では、
1930年代～ 1950年代に世界で行われた空爆を映像化して、プロ
ジェクションマッピングで見せました。東京も空爆された記憶を持
ちます。そこに現在、走行する電車の音が聞こえる。映像と音が相
まって、まさにここでなければできない展示になりました。
現在、特に大きなターミナル駅は多機能で一つのまちのように

なっていますが、その一方で、旧博物館動物園駅のように土地の記
憶や魅力を強く発信する駅もあります。そういう意味では、乗降が
なくても駅の役割を果たしていると思います。数の論理だけでは計
れない大きな価値があることを旧博物館動物園駅では発信していき
たいと思います。
京成電鉄は近年では四ツ木駅や京成立石駅など他の駅舎でも土地

に由来するいろいろな仕掛けをするようになり、藝大の卒業制作に
対しても「京成賞」が創設されました。今後は文化面での企業活動
がより活発になっていくのではないかと期待しています。そして将
来的には社内に文化事業部が設置されて、企業として文化発信をし
ていければ理想的だと思います。
旧博物館動物園駅については、１年のうち閉まっている日数の方

が多い。京成電鉄と近隣地域との連携が必要になりますが、通年で
開けられるような体制を整えていくことを期待しますね。数値化で
きない駅の魅力や可能性をまだまだ多く持っている場所ですから、
これからもさまざまなことを発信していきたいと思います。そして
京成電鉄の皆さんには、沿線の土地の記憶ということからも、鉄道
の意義を追求していただければと思います。

※谷中・根津・千駄木の３地域の通称

旧博物館動物園駅から
文化芸術を発信する
京成電鉄は東京藝術大学と連携・協力に関する包括協定の下に上
野エリアにある旧博物館動物園駅を協力してリニューアルし、アー
トイベントを行う場所とした。京成電鉄のターミナル・京成上野駅
周辺でどのような文化・芸術の発信が行われているのか、東京藝術
大学の日比野克彦美術学部長に伺った。

東京藝術大学 美術学部長

日比野克彦
Katsuhiko HIBINO


